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1
高齢者のためのスマート住空間整備に必要な要素に
関する研究開発

・高齢者にとってスマート住空間の整備は極めて重要であり、そのための的確な要素開発を
目指している。
・スマート住空間整備に向けた要素開発は重要であるが、最終的には高齢者と介護者による
総合評価が求められる。
・介護ロボット等の導入に際しての課題整理や解決で研究所のこれまでの成果のフル活用を
図るとともに関連する建築関係者とのコラボにより、多様な高齢者の実情に対応する成果を
追求していただきたい。
・興味深いテーマであり、研究成果の実装化を関係者（企業、事業所、ユーザーなど）との協
働により、迅速に進めてほしい。
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